
2012年5月20日（日） 観音崎 磯の海藻観察会 Ｐ1 幹事長 藤野 修二郎

観音崎自然博物館は東京湾湾口西側に位置し、内湾と外湾が 当日は、当協会の関係者のみの観察会を特別に開催
ぶつかり合い、多様な生態系をはぐくむ貴重な磯場をようする。 していただいた。

同博物館の主任研究員、河野えりこ氏は豊富な経験と知識を 当協会の佐藤初代さん、柳沢雪子さん、藤野幹事長が
参加した子供たちに分かり易く解説してくれた。 ご家族・友人を誘って参加してくれ、総勢22名となった。

自然博物館から干潮時を見定めて、隣接するたたら浜の磯場 小学校高学年の参加者は、初めての磯場での生き物や
へ、いざ出陣。 海藻類の種類の多さに興奮気味。

左は、触ってはいけない毒クラゲ。
河野さんから厳重注意があった。

右は、干潮時の磯場では、ヒトデや
イソギンチャクを生まれて初めて
手にしてはしゃぐ子供たち。



2012年5月20日（日） 観音崎 磯の海藻観察会 Ｐ2
採集した海藻サンプルを博物館に持ち帰りテーブル上に展示、種の特定を河野さんに教えていただきながら撮影、記録に残す。

アマモ フクロノリ アナアオサ

タマハキモク アラメ ヒジキ

シワヤハズ ネバリモ アカモク

オオバモク ワカメ ツノムカデ

ハリガネ マクサ シラモ



2012年5月20日（日） 観音崎 磯の海藻観察会 Ｐ3
観音崎周辺は東京湾集水域といわれ、その生態系・海生生物の多様性には、括目すべきものがある。 沖合い数マイルの海域
は水深1,500ｍの深海域が迫っており、海底からの湧昇流により供給される豊富なミネラル類が生物の多様性をもたらすという。

ミツデソゾ ムカデノリ フダラク

ツルツル フサカニノテ アミジグサ

フシツナギ スギノリ ホソバノトサカモドキ

ヤツデガタトサカモドキ

海藻の大分類を成分構成による解説をしていただいた。
最後のプログラムで、海藻おしば作成をご指導いただき、子供たちは大喜び。


